
多段蒸留方式による有機汚泥ゼロエミッション処理技術の確立

（平成１３年度採択　地域産学官連携豊かさ創造研究開発プロジェクト推進事業）

廃棄物の減量化と資源の有効利用に対する
国家戦略（環境分野産業技術戦略Ⅲ－４－２）に基づく法体系

・自然環境を担う産業としての農業の位置付け
・化学肥料の適切な量の使用の推進
・畜産廃棄物の野積みの禁止

１．農業系産業３法　（平成１１年７月制定）

・平成２２年度目標値（基準：平成８年度）

２．ダイオキシン類特別措置法　（平成１１年７月制定）
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有機性廃棄物の減量化，焼却量の減量化・
再資源化の促進が強く求められている。

時代の要請
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有機汚泥の市場価値のある再資源化再資源化

重金属類の成分分離による山元還元山元還元

清浄高温ガスからの高効率熱回収熱回収

エネルギーリサイクル・マテリアルリサイクルによる　
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21世紀の循環型社会への実践
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下水汚泥の場合、回収重
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新製品の試作・評価
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プロジェクト構成プロジェクト構成

〔化学食品部　 担当者 中村、藤島〕
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